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ボーリング柱状図

調 査 名 敷 地 造 成 実 施 設 計 等 業 務 委 託

事業・工事名 北 但 第 6 号 　 広 域 ご み ・ 汚 泥 処 理 施 設

ボ ー リ ン グ 名 B - 1 調査位置 兵 庫 県 豊 岡 市 竹 野 町 森 本 ・ 坊 岡  地 内 北 緯 3 5 ﾟ  3 5 '  1 8 . 3 "

東 経 1 3 4 ﾟ  4 3 '  3 3 . 8 "発 注 機 関 北 但 行 政 事 務 組 合 調査期間 平成 21年 10月 30日 ～ 23年 2月 28日

調 査 業 者 名
株 式 会 社 ウ エ ス コ 豊 岡 支 店

電話 ( 0 7 9 6 - 2 3 - 0 8 9 4 )
主任技師 北 村  彰 秀

現 場
代 理 人

今 西  将 文
コ ア
鑑 定 者

田 山  良 一
ボーリング
責 任 者

平 岡  正 行

孔 口 標 高 100.19m
角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 上

下
0ﾟ 

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 

270ﾟ 

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90ﾟ 

水平0ﾟ 
鉛
直

28ﾟ 

使
用
機
種

試 錐 機 東 邦 地 下 工 機  D O - D

エン ジン ヤ ン マ ー 製  N F D 1 0 - M E K ポ ン プ 東 邦 地 下 工 機 製  B G - 3 C総 掘 進 長  33.00m
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 72.99

 67.19
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(m)
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16.30

27.20

33.00

柱

状

図

岩

種

区

分

色

調

硬

軟

コ

ア

形

状

割

れ

目

の

状

態

風

化

変

質

記

事

礫混じり砂質シルト。
シルトを主体とし、安山岩の風化礫を混
入する。
上部、木の根および草根混じる。

表

土

暗

茶

シルト質砂状を呈し、土砂状で採取され
る。
全体的に風化が著しく、粘土分を多く含
む。
原岩組織はほとんど残さない。

安

山

岩

・

砂

褐 E

Ⅶ～

Ⅵ

d ε 1

安山岩の強風化岩。
コア形を保ち採取されるが、岩芯まで風
化進み、手で容易に砕ける、かろうじて
原岩組織を残す部分みられる。
シルト混じり砂礫状を呈す。
風化し、全体的に粘土分を帯びる。
部分的にやや硬い岩片見られる。
全体的に酸化し、褐色を呈するが、亀裂
面に沿って、白色～淡灰色となる部分あ
り。

淡

褐～

淡

褐

灰

D

Ⅴ

～

Ⅵ

d

～

c

δ

～
ε

3

岩芯まで風化し、白色を呈する。

安

山

岩

・

砂

礫

白

主に礫状コアで採取。
酸化を受けておらず、青緑色を呈する。

安山岩
・ 礫

青

緑
D Ⅴ c δ 3

風化した安山岩。軟岩Ⅰクラス。
礫状～岩片状コア主体で採取。
亀裂発達し、開口する。
亀裂面は風化を受け、酸化する。
岩質やや硬質で、ハンマー打撃で濁音。
亀裂面に沿って変質みられる。
掘進時、全漏する。

安
山
岩
・
軟
岩

青
緑～

暗
褐
灰

C Ⅳ c

δ

～

γ

3

～

2

風化した安山岩。軟岩Ⅱクラス。
岩片状～短柱状コアで採取。
一部礫状コアを呈する。
亀裂発達し、開口する。
亀裂面酸化し、風化物付着する。
岩質やや硬質で、暗褐色のコアと暗青灰
色を呈するコアが繰り返す。
風化により長石白濁する。
掘進時、全漏する。
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岩

・

軟

岩

暗

褐～

暗

青

灰

Ｃ～

Ｂ

Ⅳ～

Ⅲ

b～

c

γ 2

安山岩。中硬岩クラス。
10cm前後の短柱状コア～50cm程度の棒状
コアで採取。
岩質は硬質で、暗青灰色を呈する弱風化
のコアが主体。
一部、割れ目沿いに風化し、褐色を呈す
る部分あり。
鉛直の亀裂が多くみられる。
GL-33.00m付近、変質を受け淡緑色を呈す
るが、岩片は硬質。
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（Ｐ～ＱＮ値～深度) 図
［］: ルジオン値
（）: 換算ルジオン値
《》: 限界圧力
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ボーリング柱状図

調 査 名 敷 地 造 成 実 施 設 計 等 業 務 委 託

事業・工事名 北 但 第 6 号 　 広 域 ご み ・ 汚 泥 処 理 施 設

ボ ー リ ン グ 名 B - 2 調査位置 兵 庫 県 豊 岡 市 竹 野 町 森 本 ・ 坊 岡  地 内 北 緯 3 5 ﾟ  3 5 '  2 0 . 5 "

東 経 1 3 4 ﾟ  4 3 '  3 2 . 3 "発 注 機 関 北 但 行 政 事 務 組 合 調査期間 平成 21年 10月 30日 ～ 23年 2月 28日

調 査 業 者 名
株 式 会 社 ウ エ ス コ 豊 岡 支 店

電話 ( 0 7 9 6 - 2 3 - 0 8 9 4 )
主任技師 北 村  彰 秀

現 場
代 理 人

今 西  将 文
コ ア
鑑 定 者

田 山  良 一
ボーリング
責 任 者

平 岡  正 行

孔 口 標 高 75.73m
角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 上

下
0ﾟ 

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 

270ﾟ 

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90ﾟ 

水平0ﾟ 
鉛
直

25ﾟ 

使
用
機
種

試 錐 機 東 邦 地 下 工 機  D O - D

エン ジン ヤ ン マ ー 製  N F D 1 0 - M E K ポ ン プ 東 邦 地 下 工 機 製  B G - 3 C総 掘 進 長  12.00m

ボーリングNo 

シートNo 

標

尺

(m)

1
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標

高

(m)

 72.93

 72.03

 69.73

 65.53

 63.73

深
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10.20

12.00
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砂混じり礫質粘土。
粘性土を主体とし、土砂状で採取される。
礫は主にφ5～20㎜の凝灰岩の風化礫から
なり、部分的にφ40～70㎜の礫混入する。
全体的に草根混じる。
含水小～中位。

崩

積

土

暗

褐～

茶

褐

安山岩(角礫質)の強風化岩。
強風化により粘土質砂状を呈する。
原岩組織みとめられない。

安山岩
・ 砂

淡
茶
褐

E Ⅶ ｄ ε 1

安山岩(角礫質)の強風化岩。
全体的に風化進行し、岩芯まで風化して
いる。
原岩組織みられるが、手で容易に割れ、
砂礫状となる。

安

山

岩

・

砂

礫

灰

褐～

淡

青

灰

D

Ⅴ

～

Ⅵ

ｄ

ε

～

δ

3

安山岩(角礫質)の風化岩。
コア形保ち採取されるが、ハンマー軽打
で砕け、礫状となる。
原岩組織みられるが、コア肌粗く、全体
的に風化している。
全体的に変質を受け、緑泥石を含む。
黄鉄鉱の晶出みられる。
割れ目沿いに白い脈入る。

安

山

岩

・

礫

淡

緑～

緑

灰

D

Ⅴ～
Ⅵ

ｃ δ 3

岩片状～短柱状コアで採取。軟岩Ⅰｸﾗｽ。
岩質はやや硬質で風化の程度は弱い。
亀裂多くみられ開口する。
緑色の凝灰質角礫を多く含み、マトリッ
クスは暗紫灰を呈す。
黄鉄鉱の晶出みられる。

安
山
岩
・
軟
岩

緑
灰～
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灰
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Ⅳ

ｂ

～

ｃ

γ 2

コア採取率

    ( % ) 

最大コア長

     cm 

Ｒ Ｑ Ｄ

    [ % ] 

0 50 100

8

7

9

9

7

5

14

5

[0]

[0]

[0]

[0]

[0]

[0]

[0]

[14]

[11]

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

岩

級

区

分

DL

DL～

DM

DM～

DH

CL

孔
内
水
位
(m)

／
測
定
月
日

2.30
1/8

2.80
1/9

(    ルジオン  標準貫入   ) 試  験

(

N

)

値
2

35

3

41

3

7

15

18

30

41

43

50

25

50

22

50

3

50

0

（Ｐ～ＱＮ値～深度) 図
［］: ルジオン値
（）: 換算ルジオン値
《》: 限界圧力
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ボーリング柱状図

調 査 名 敷 地 造 成 実 施 設 計 等 業 務 委 託

事業・工事名 北 但 第 6 号 　 広 域 ご み ・ 汚 泥 処 理 施 設

ボ ー リ ン グ 名 B - 3 調査位置 兵 庫 県 豊 岡 市 竹 野 町 森 本 ・ 坊 岡  地 内 北 緯 3 5 ﾟ  3 5 '  2 1 . 1 "

東 経 1 3 4 ﾟ  4 3 '  3 0 . 8 "発 注 機 関 北 但 行 政 事 務 組 合 調査期間 平成 21年 10月 30日 ～ 23年 2月 28日

調 査 業 者 名
株 式 会 社 ウ エ ス コ 豊 岡 支 店

電話 ( 0 7 9 6 - 2 3 - 0 8 9 4 )
主任技師 北 村  彰 秀

現 場
代 理 人

今 西  将 文
コ ア
鑑 定 者

田 山  良 一
ボーリング
責 任 者

平 岡  正 行

孔 口 標 高 100.18m
角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 上

下
0ﾟ 

方

向

0ﾟ 
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配 90ﾟ 

水平0ﾟ 
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29ﾟ 

使
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種

試 錐 機 東 邦 地 下 工 機  D O - D

エン ジン ヤ ン マ ー 製  N F D 1 0 - M E K ポ ン プ 東 邦 地 下 工 機 製  B G - 3 C総 掘 進 長  29.00m
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礫混じり粘性土。
粘性土を主体とし、φ10㎜以下の凝灰岩
の風化礫が混じる。
上部草根混じる。

表

土

暗

褐

安山岩(角礫質)の強風化土。粘土質砂状
を呈し、原岩組織はほとんど残さない。
コア形状を保ち採取されるが、手で容易
に割れる。

安山岩
・ 砂

淡

黄

褐

E VIII d ε 1

安山岩(角礫質)の強風化岩。
全体的に風化が著しく、粘土分を帯びる。
コア形保って採取されるが、手で容易に
割れ、砂礫状となる。
かろうじて原岩組織を残す部分みられる。
全体的に酸化し、褐色を呈する。
GL-2.6～3.5m、GL-4.6～6.5mでは、亀裂
に沿って黒い炭質物みられる。

安

山

岩

・

砂

礫

淡

褐～

茶

褐

D

V

～

Ⅵ

ｄ

～

ｃ

ε

～

δ

1

安山岩(角礫質)の強風化岩。
コア状保って採取されるが、潜在亀裂が
多くみられ、指圧にて変形する。
岩芯まで風化し、全体的に粘土分含む。
岩片は手で砕ける。
変質を受け、全体的に青緑色を呈し、緑
泥石を含む。

安

山

岩

・

砂

礫

淡
青
緑～

淡
黄
褐

D

Ⅴ

～

Ⅵ

ｃ

～

ｄ

ε

～
δ

3

安山岩(角礫質)の強風化岩。
岩片やや硬質となり、ハンマー軽打によ
り砕ける。
コア形保って採取されるが、全体的に風
化し、コアパックから出すと砂礫状を呈
する。

安

山

岩

・

砂

礫

淡

青

灰

D

Ⅴ

～

Ⅵ

ｃ δ 3

岩片状で採取。岩片硬質。軟岩Ⅱクラス。安山岩 暗灰 B Ⅳ a α 1

安山岩(角礫質)の強風化岩。
粘土質砂状を呈する。
原岩組織をほとんど残さない。

安山岩
・ 砂

青

緑
E

Ⅵ～

Ⅶ

ｄ ε 4

主に棒状コアで採取され、岩質は新鮮で、
非常に硬質。
上層との境界の角度は約45°。

安山岩
・ 中硬
岩

暗

灰
A Ⅱ a α 1

安山岩(角礫質)の強風化岩。
粘土質砂礫状を呈する。

安山岩
・ 砂礫

青

緑
E

Ⅵ

～

Ⅴ

ｄ ε 4

安山岩(角礫質)の風化岩。軟岩Ⅰクラス。
安山岩質溶岩からなる柱状コアを主体と
する。

安山岩
・ 軟岩

暗紫
～暗
灰

C

Ⅲ

～

Ⅳ

ｃ

～

ｂ

γ 2

安山岩(角礫質)の強風化岩。
主に短柱状コア～礫状コアで採取。
短柱状コアを呈する部分と、粘土分を含
み軟質となっている部分が繰り返す。
大部分が変質を受け、緑泥石が認められ
る。
部分的に強く変質している。（GL-18.60
ｍ付近）

安

山

岩

・

砂

礫

淡

青

緑～

青

緑

D

Ⅴ

～

Ⅵ

ｃ δ 3

強風化し、固結粘土状を呈する。
原岩組織をほとんど残さない。
無水掘りで採取。

安山岩
・ 固結
粘土

暗

紫
E Ⅶ ｄ ε 3

主に短柱状～岩片状コアで採取。
岩質やや硬く、ハンマー打撃で濁音。
GL-23.90～24.00ｍ変質強い。

安山岩
・ 砂礫

淡
青
緑

C

Ⅴ

～

Ⅳ

ｃ

δ

～

γ

3

主に短柱状～岩片状コアで採取。
軟岩Ⅰ～Ⅱクラス。
岩質は比較的硬質。
亀裂間隔は、15㎝以下程度。
亀裂は密着し、亀裂面に褐色化みられる。

安
山
岩
・
軟
岩

暗

青

緑

B Ⅲ ｂ β 2

主に10～20cmの柱状コアで採取。
岩質は新鮮で硬質。
亀裂面沿いに青緑色を呈する部分みられ
るが、亀裂面は密着し、風化物は認めら
れない。
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ボーリング柱状図

調 査 名 敷 地 造 成 実 施 設 計 等 業 務 委 託

事業・工事名 北 但 第 6 号 　 広 域 ご み ・ 汚 泥 処 理 施 設

ボーリング名 B - 4 調査位置 兵 庫 県 豊 岡 市 竹 野 町 森 本 ・ 坊 岡  地 内 北 緯 3 5 ﾟ  3 5 '  2 5 . 6 "

東 経 1 3 4 ﾟ  4 3 '  3 3 . 8 "発 注 機 関 北 但 行 政 事 務 組 合 調査期間 平成 21年 10月 30日 ～ 23年 2月 28日

調 査 業 者 名
株 式 会 社 ウ エ ス コ 豊 岡 支 店

電話 ( 0 7 9 6 - 2 3 - 0 8 9 4 )
主任技師 北 村  彰 秀

現 場
代 理 人

今 西  将 文
コ ア
鑑 定 者

田 山  良 一
ボｰリング
責 任 者

平 岡  正 行

孔 口 標 高 59.59m
角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 上

下
0ﾟ 

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 

270ﾟ 

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90ﾟ 

水平0ﾟ 
鉛
直

0ﾟ 

使
用
機
種

試 錐 機 東 邦 地 下 工 機  D O - D
ハンマー
落下用具

ト ン ビ

エンジン ヤ ン マ ー 製  N F D 1 0 - M E K ポ ン プ 東 邦 地 下 工 機 製  B G - 3 C総 掘 進 長  10.00m

ボーリングNo

シートNo

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

標

高

(m)

 56.69

 55.99

 52.59

 49.59

層

厚

(m)

  2.90

  0.70

  3.40

  3.00

深

度

(m)

2.90

3.60

7.00

10.00

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

砂分を多く含んだ粘性土を主体とす
る。
所々、φ10～20mmの亜角礫を混入す
る。
安山岩の風化礫を多く含む。
GL-1.50ｍ以深、砂分、礫分多く混入
する。
含水小位。

礫

混

じ

り

砂

質

粘

土

茶

褐～

暗

青

灰

中

位

φ20～50mmの礫を主体とする砂礫か
らなる。全体的に粘土分が混じる。
含水中位。

粘土混
じり砂
礫

茶

褐

密

な

安山岩の強風化岩からなる。
風化により土砂状で採取される。
全体的に粘土分が混じる。
コア形保ち採取されるも、手で容易
に割れ、砂状を呈する。
全体的に変質を受け、淡緑色を呈す
る部分あり。
含水小位。

安

山

岩

・

砂

茶

褐～

淡

褐

灰

中

ぐ

ら

い～

密

な

安山岩の風化岩からなる。
主に砂礫状で採取される。
GL-8.00ｍ以深は、部分的に岩片状
コアを呈する。
全体的に風化し、粘土分を含む。
一部割目が認められるが、開口し、
礫状を呈する。

安

山

岩

・

砂

礫

淡

褐

灰～
暗

褐

非

常

に

密

な
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／
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ボーリング柱状図

調 査 名 敷 地 造 成 実 施 設 計 等 業 務 委 託

事業・工事名 北 但 第 6 号 　 広 域 ご み ・ 汚 泥 処 理 施 設

ボーリング名 B - 5 調査位置 兵 庫 県 豊 岡 市 竹 野 町 森 本 ・ 坊 岡  地 内 北 緯 3 5 ﾟ  3 5 '  2 2 . 8 "

東 経 1 3 4 ﾟ  4 3 '  3 8 . 7 "発 注 機 関 北 但 行 政 事 務 組 合 調査期間 平成 21年 10月 30日 ～ 23年 2月 28日

調 査 業 者 名
株 式 会 社 ウ エ ス コ 豊 岡 支 店

電話 ( 0 7 9 6 - 2 3 - 0 8 9 4 )
主任技師 北 村  彰 秀

現 場
代 理 人

今 西  将 文
コ ア
鑑 定 者

田 山  良 一
ボｰリング
責 任 者

平 岡  正 行

孔 口 標 高 53.75m
角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 上

下
0ﾟ 

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 

270ﾟ 

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90ﾟ 

水平0ﾟ 
鉛
直

0ﾟ 

使
用
機
種

試 錐 機 東 邦 地 下 工 機  D O - D
ハンマー
落下用具

ト ン ビ

エンジン ヤ ン マ ー 製  N F D 1 0 - M E K ポ ン プ 東 邦 地 下 工 機 製  B G - 3 C総 掘 進 長   6.05m

ボーリングNo

シートNo

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

標

高

(m)

 52.25

 50.95

 49.45

 47.70

層

厚

(m)

  1.50
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  1.75

深

度

(m)

1.50

2.80

4.30

6.05

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

砂分を多く含んだシルト主体。
φ5～30mmの礫混じる。
指圧で容易に変形する。
含水小～中位。
上部草根混じる。

礫混じ
り砂質
シルト

茶

褐

軟

ら

か

い

粘土を主体とする。
φ5～30mmの礫の混入する。
粘性強く、含水中～大位。
深くなるに従い砂分および礫が多く
なる。

礫混じ
り砂質
粘土

暗灰
～暗
褐灰

軟

ら

か

い

φ30～60mmの礫を主体とする。
礫は硬質で、礫種は多種にわたる。
マトリックスは粘土質で、変質を受
けた緑色凝灰岩の強風化したものか
らなる。

粘土混
じり礫

淡青
灰～
淡褐

密

な

安山岩の風化岩。
主に短柱状コアで採取され、一部岩
片状～礫状を呈する。
全体的に風化進行し、ハンマー軽打
で砕ける。目立った節理は少なく、
ヘアークラックが多く見られる。
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ボーリング柱状図

調 査 名 敷 地 造 成 実 施 設 計 等 業 務 委 託

事業・工事名 北 但 第 6 号 　 広 域 ご み ・ 汚 泥 処 理 施 設

ボーリング名 B - 6 調査位置 兵 庫 県 豊 岡 市 竹 野 町 森 本 ・ 坊 岡  地 内 北 緯 3 5 ﾟ  3 5 '  2 3 . 5 "

東 経 1 3 4 ﾟ  4 3 '  3 9 . 1 "発 注 機 関 北 但 行 政 事 務 組 合 調査期間 平成 21年 10月 30日 ～ 23年 2月 28日

調 査 業 者 名
株 式 会 社 ウ エ ス コ 豊 岡 支 店

電話 ( 0 7 9 6 - 2 3 - 0 8 9 4 )
主任技師 北 村  彰 秀

現 場
代 理 人

今 西  将 文
コ ア
鑑 定 者

田 山  良 一
ボｰリング
責 任 者

平 岡  正 行
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ボーリングNo

シートNo

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

標

高

(m)

 50.17

 49.77

 48.47

 45.77

層

厚

(m)

  1.60

  0.40

  1.30

  2.70

深

度

(m)

1.60

2.00

3.30

6.00

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

粘土主体とし細砂を多く含む。
φ10mm以下の亜角礫を混入する。
含水多く、指を容易に押し込める。
全体的に草根多く混入する。

礫混じ
り砂質
粘土

茶
褐～

暗
灰

軟

ら

か

い

φ5～30mmの角礫を多く含む。
L=60～80mmの礫混入する。

粘土混
じり砂
礫

暗灰
～淡
褐

中ぐ
らい

安山岩の強風化岩。
強風化し、粘土混じり砂礫状を呈
す。岩組織みられるが、岩芯まで風
化進行し、手で割れる。

安山岩
・砂礫

暗

青

灰

中ぐ
らい
～密
な

安山岩の風化岩。
主に岩片状～短柱状コアで採取さ
れ、一部礫状を呈する。
コア肌粗い。岩片は比較的硬く、ハ
ンマー打撃で砕ける。
5cm以下の間隔で亀裂入り、包有す
る角礫とマトリックスの境界部で割
れやすい。
全体的に変質し、緑色を呈する。

安

山

岩

・

軟

岩

暗

青

灰～

暗

緑

非

常

に

密

な

孔
内
水
位
(m)
／
測
定
月
日0.10

12/15

0.30
12/14

標  準  貫  入  試  験

深

度

(m)
0.15

0.47

1.15

1.55

2.15

2.45

3.00

3.27

4.00
4.03

5.00

5.04

6.00
6.00

10cmごとの

打 撃 回 数

0

～

10
1

16

1

20

6

12

50

3

50

4

10

～

20
1

16

1

20

8

16

20

～

30

9

22

7

打
撃
回
数
/
貫
入
量

(cm)
2

32

2

40

23

30

50

27

50

3

50

4

50

0貫入不能

N     値

0 10 20 30 40 50 60

2

2

23

56

500

375

原 位 置 試 験

深

度

(m)

試 験 名

および結果

試料採取

深

度

(m)
0.15

0.47

1.15

1.55

試

料

番

号

P6-0

P6-1

採

取

方

法

○P

○P

室
内
試
験

(

 
 
 

)

物理

物理

掘

進

月

日

12

14

tomoyuki.andou
長方形



ボーリング柱状図

調 査 名 敷 地 造 成 実 施 設 計 等 業 務 委 託

事業・工事名 北 但 第 6 号 　 広 域 ご み ・ 汚 泥 処 理 施 設

ボーリング名 B - 7 調査位置 兵 庫 県 豊 岡 市 竹 野 町 森 本 ・ 坊 岡  地 内 北 緯 3 5 ﾟ  3 5 '  1 9 . 5 "

東 経 1 3 4 ﾟ  4 3 '  4 2 . 3 "発 注 機 関 北 但 行 政 事 務 組 合 調査期間 平成 21年 10月 30日 ～ 23年 2月 28日

調 査 業 者 名
株 式 会 社 ウ エ ス コ 豊 岡 支 店

電話 ( 0 7 9 6 - 2 3 - 0 8 9 4 )
主任技師 北 村  彰 秀

現 場
代 理 人

今 西  将 文
コ ア
鑑 定 者

田 山  良 一
ボｰリング
責 任 者

松 田  鉄 也
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4.12 弾性波探査および解析結果 
下表に弾性波探査測線をまとめる。 

表 4.12-1 探査測線一覧表 

測線名 測線長（ｍ） 備   考 

A 200 高密度弾性波探査測定･解析（屈折含む） 

B 230 高密度弾性波探査測定･解析（屈折含む） 

C 200 高密度弾性波探査測定･解析（屈折含む） 

D 150 高密度弾性波探査測定･解析（屈折含む） 

計 780  

 

4.12.1 解析（弾性波屈折法） 
１）記録と走時曲線図 

振源と測定地点間を波が伝播するのに要した時間を走時とよび、それをグラフ化し

たものが走時曲線である。測線毎に示した走時曲線図は、測定より得られた記録から

初動走時（発破時から換振器に最初に波が到達するのに要した時間）を読み取り、距

離を横軸に、時間を縦軸に取り、起振点と換振器間の距離の関係をプロットしたもの

である。 

記録には 1/100 秒毎に刻時線が刻まれ（4mm 間隔）、これを目測によって 1/1000 秒

まで読み取る。走時曲線図は距離を 1/500 の縮尺で（測点間隔 1cm）、時間を 2cm、1/100

秒の割合で目盛りする。波の伝播速度＝距離/時間であるから、走時曲線の傾きの逆

数が波の伝播速度を表わすことになる。 

図 4.12-1 記録状況 
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